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今回のテーマは・・・「 ススキ 」
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発生した雑草を放置すると・・・
巨大化した株は夏から秋にかけて視界不良の原因となる。
特に堤防の河川道路などはススキが草の壁となり、どこから
斜面なのか確認がとりづらくなり危険である。
さらに、晩秋、地上部が枯れたあとも、そのままの状態で残
り、強い風により根本付近から折れて通行する車両や歩行者
の妨げとなってしまうことも問題である。
駆除方法としては、年２回以上の刈り取りを行うことが効果
的とされている。ススキは刈り取りや踏みつけなどの地上部
の損傷に対して弱いため、６月頃の刈り取りは１年のうちで最
も衰退を早めるため有効である。８月～秋１回刈り取りでは
生長が維持されるため、１回目は６月に、２回目は秋に刈り

イネ科の多年草。ススキは日本全土に分布し、古くから放牧

地や採草地として重要な役割を果たしてきた。また、屋根葺き

用として利用している地域もあり、いろいろな面で日本人に親し

まれてきた植物である。しかし、鉄道、高速道路などの法面で

は、草姿が大型化し視界不良の原因となるため、全国で最も発

生の多い雑草として防除の対象となっている。

茎は丈夫で直立し、高い位置にも節ができるため高さ1～2.5ｍ

にもなる。地下部は中心から外側に向かって1年生茎、2年生

茎・・・と順々に形成されて大きな株に生長する。



全国的にイルミネーションを街や観光PRに取り入れる自治体が増えています。
弊社はお客様より要望を受け、2014年10月からイルミネーションの取り扱いを開始しました。メーカーから
の直仕入により、流通にかかるコストを省くことで高品質な商品を、
よりお求めやすい価格でご提供することが可能になりました。公園
などの公共の施設でイルミネーションをご検討の方は、弊社の営業
担当までお問い合わせください。
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編集・制作： 営業企画

採用したご担当者からコメントをいただきました。
子供達が上を走っても問題ありませんし端部のめくれもなく、
経過良好でとても好評です。

現場データ（2014年8月）
現場：伊予灘サービスエリア上下（愛媛県）

使用資材
・チェーンステッチシート
・大頭釘（樹脂付）
・ウレタッチ

施工前 施工１年後

― 備 考 ー

防草シート

チェーンステッチシート
防草シート固定資材

大頭釘（樹脂付）

ウレタン系接着
剤。初期接着性
が高く、短時間
で作業可能。

植栽穴からの雑草抑止に

接着剤ウレタッチ

ピン頭部の樹脂は

車両が乗り上げて

もパンクしないよう

保護する枠割があ

ります。

特殊３層構造で耐候性、

耐摩耗性を維持し、

防草効果を

発揮。シート

表面に車が

乗っても破
れません。


